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１ . P E R S O N 昭 和 ・ 平 成 の 政 治 学 者 ・ 政 治 家 。 日 本 的 な フ ァ シ ズ ム を 天 皇 1

（ ＝ 神 ） 中 心 の 超 国 家 主 義 で あ り 、 そ れ は 国 民 に 自 由 で 独 立 し た 近 代 的 自

我 が な い こ と に 由 来 す る と し て 、 西 洋 的 近 代 化 の 徹 底 を 主 張 し た 。

２ . B O O K 1 9 6 1年 刊 行 の 丸 山 真 男 の 主 著 で 、 ベ ス ト セ ラ ー の 新 書 。 日 本 人 2

が 全 体 主 義 や 権 威 主 義 に 弱 い の は 、 概 念 的 思 考 を 軽 ん じ て 西 田 哲 学 の 純 粋

経 験 的 な 直 感 や 心 情 に 頼 り 思 考 を 構 造 化 し な い 「 無 構 造 の 伝 統 」 と 、 共 同

体 の 同 質 化 作 用 に 対 す る 反 逆 精 神 の 欠 如 の せ い で あ る と 主 張 し た 。

３ . B O O K 1 9 5 2年 刊 行 の 丸 山 真 男 の 主 著 で 、 明 治 期 の 啓 蒙 思 想 に よ る 西 洋 3

の 近 代 思 想 の 受 容 以 外 に 、 江 戸 期 の 儒 学 や 国 学 に 日 本 独 自 の 近 代 的 精 神 の

芽 生 え を 認 め た 。

４ . P E R S O N 昭 和 の 文 芸 評 論 家 。 西 洋 文 化 の 研 究 を 通 し て 日 本 文 化 を 再 評 4

価 し た 。 特 に 母 国 語 こ そ が 個 人 を 運 命 的 に 規 定 す る と 説 き 、 伝 統 文 化 の 重

視 を 主 張 。

５ . グ ロ ー バ ル 時 代 の 日 本 に 必 要 な 考 え 方 の 一 つ で 、 人 類 に 普 遍 的 な 価 値 を 5

重 ん じ る 態 度 。 こ れ と 対 照 的 な 文 化 多 元 主 義 （ 文 化 相 対 主 義 ） と の 両 立 が

大 事 。 例 え ば 、 民 主 主 義 、 人 権 、 共 生 。

６ . グ ロ ー バ ル 時 代 の 日 本 に 必 要 な 考 え 方 の 一 つ で 、 様 々 な 民 族 や 国 民 の 個 6

別 的 な 価 値 （ ア イ デ ン テ ィ テ ィ や 持 ち 味 ） を 重 ん じ る 態 度 。 こ れ と 対 照 的

な 文 化 普 遍 主 義 と の 両 立 が 大 事 。 例 え ば 、 日 本 の 「 情 緒 力 （ 自 然 や 他 者」

へ の 感 受 性 。）

７ . 1 4世 紀 に イ タ リ ア で 始 ま り 、 古 代 ギ リ シ ア ・ ロ ー マ の 文 芸 復 興 や 人 間 性 7

の 解 放 を 目 指 し た ヨ ー ロ ッ パ 近 代 の 幕 開 け と さ れ る 文 化 活 動 「 再 生 」 を 意。

味 す る フ ラ ン ス 語 。

８ . ル ネ サ ン ス の 本 質 で あ る 人 文 主 義 や 人 間 （ 中 心 ） 主 義 を 意 味 し 、 中 世 の 8

キ リ ス ト 教 会 や 神 の 束 縛 か ら 脱 し て 人 間 の あ り の ま ま の 姿 を 肯 定 す る 精 神 。

９ . P E R S O N 1 3世 紀 末 に 永 遠 の 恋 人 ベ ア ト リ ー チ ェ へ の 愛 の 叙 事 詩 『 新 生 』 9

を 著 し た 、 ル ネ サ ン ス の 祖 と さ れ る フ ィ レ ン ッ ェ 生 ま れ の 人 物 。

10 . B O O K ダ ン テ が 1 4世 紀 初 め に イ タ リ ア 語 の 地 方 の 口 語 10（ 話 し 言 葉 で 民 衆 に も 読 め る も の ）

で あ る ト ス カ ナ 語 で 書 い た 大 叙 事 詩 で 、 ロ ー マ の 叙 事 詩 人 ヴ ェ ル ギ リ ウ ス

の 霊 に 導 か れ て 地 獄 ・ 煉 獄 ・ 天 国 を 巡 る 物 語 。

1 1 . P E R S O N 1 5世 紀 、 イ タ リ ア の 人 文 主 義 者 「 人 間 は 自 由 意 志 に よ っ て 創 11。

造 者 に も な り う る 」 と し て 『 人 間 の 尊 厳 に つ い て 』 を 著 し た 。、

12 . B O O K 1 5世 紀 、 イ タ リ ア の 人 文 主 義 者 ピ コ ＝ デ ラ ＝ ミ ラ ン ド ラ の 主 著 12

で 「 人 間 は 自 由 意 志 に よ っ て 神 に 近 づ く こ と も 、 獣 に 近 づ く こ と も で き る 」、

と 主 張 。

13 . ダ ＝ ヴ ィ ン チ に 代 表 さ れ る 可 能 性 と し て の 優 れ た 能 力 を 完 全 に 実 現 13、「 」

し た ル ネ サ ン ス の 理 想 的 人 間 像 。

14 . P E R S O N 1 5・ 1 6世 紀 ル ネ サ ン ス 的 万 能 の 天 才 で モ ナ ＝ リ ザ や 最 14、 、「 」 「

後 の 晩 餐 」 を 描 い た 画 家 。

T. Q .「 丸 山 真 男 と 小 林 秀 雄 の 政 治 的 ス タ ン ス の 違 い と は ？ 」

T. A .

丸 山 は 日 本 的 フ ァ シ ズ ム を 批 判 し て 西 洋 的 近 代 化 の 徹 底 を 説 き 、 日 本 人 が 持 つ 思 想 の あ る 意

味 で の 危 険 性 を 指 摘 し た 。 小 林 は 西 洋 文 化 の 研 究 を 通 し て 日 本 文 化 を 再 評 価 し よ う と し 、 政

治 的 に は 戦 争 を 肯 定 す る 立 場 で あ っ た 。


